
染色加工内容は、多岐にわたっている事と、色相という数値管理が出
来ない仕事です。そのため、無人工場のようなIoT投資が不可能で、工
程・進捗管理が煩雑で、各ポイントでの熟練社員のノウハウに頼る工程
が数多く存在します。

色味検査へのAIシステム導入の成果は、色目合否の最終判断は現在も
社員が行っているものの、経験の浅い若手社員がAIの判定結果を参考
に合否判定できるケースも増えており、検査時間の短縮や熟練社員の
負担軽減、技術継承にもつながっています。
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